
















































































































































































































































































































































































できていたことは非常に商 く 盖'赚6できるものである。 
ややもすると、教員の思い、考えが優先されがちな中 
学校と保護者とで共に生徒を教え育てる考え方に結び 
つくものと考えられS。
<事例2>「事前の準備に力を入れた」(グjレープT)
私たちのグループで力を入れたのは、事前の胃で 
ある。-から修学旅行の計画をして準膾することが、い 
かに大変かが分かった。亊前学習の教材にっいては、 
逦1回のホームルーム(LHR)の時間を使って事前学 
習が進められるように、修学旅行実施日の5週問前から 
B付を入れて作成している(写真2-1.)b特に,平和学 
習にっいては、事前学習と修学旅行と事後学習がっな 
がるように内容を考えた.
また,経費の中でなるべくいろいろなことができるよ 
うに、安いプランや日程条件などを比べて3つのパタ 
ーンの(価格)シミュレーションを作成している(写 
真2-2.)。その中で最も良いものを選んで起案審を作成 
した(写真2-3.)。
私たちは、生徒として修学旅行に参加したけれど、 
修学旅行を準備する先生の裏方仕事は大変だと思っ 
た。
(他省略)
写真2-1.事前学習教材集
写真2-2.宿泊施設の相見積シミュレーション
【学習効果と評価】
く事例2>については、2学部からそれぞれ4人、2 
人でグループが構成され一方の学部の4人は明るく前
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向きでfoSが作業にラフなところがあり、もう一方の 
学部2名.はやや内向きで10であ5,というように全 
く異なるタイブの学生で組織されている。しかし、こ 
れらが反目するのでなく,様々な事態のシミュレーシ 
ヨン(思いつきも含む)に対し、コンピュータを使う 
ことが得意な2人が具体化して、それを4人がSび、面 
白がってさらにアイデアを出す,というようにいい形 
での相乗効果が生まれている。その中で、教育的な内 
容にとどまらず,経費シミュレーシ3ンの内容につい 
ても綿密な検討が行われていた。
なお、実際には、修学旅行における詳細の経費検討 
までを教員が全ての手配するわけではなく、旅行蹇者 
に委託して、協議の上、教育上必要な取り組みについ 
てのみ対応するというのが通例である。しかし、例え 
ば、「受麵企画旅行の包括料金特約付き契約」などの 
仕組みなども講義の解説に含んでおり、過去に報道で 
取り上げられたキックバックを疑われる事件や一部旅 
行赛者の過剰な利益搾取の問題なども紹介し,教员に 
なる上で、学校の世界にのみとどまることなく、社会 
通念上の常織を理解することが、世間から信頼される 
教員となるためには大切であることを伝えている。こ 
ういった内容も、就職してからのことと区分するので 
はなく、正しく知ることで教員の仕事に魅力を感じる 
材料としての役割を果たしていると考えている。
く事例3>「書類をきちんと作る」(グ/U-ブ〇) 
今回の修学旅行の計画でがんばったことは、害類を 
きちんと作ることだった。授業で言われたことだけど、 
f修学旅行で子ども達を楽しませることも大切だが, 
安全に気をつけることや食中毒と力嫡気、怪我をさせ 
ないように配慮することが大切J.という点に気を遗っ 
た.そのため、保護者に対して、食中毒への配慮や持 
病などの報告をするような文書を別に作っている,, 
あと、起案誉の方さま修学旅行の总義とか目的を、 
校長先生などにきちんと伝わるように、詳しく説明す 
ることに気をつけた。さらに,修学旅行の目的に『食 
に閱十ろ理解」を含めることによって。挛後学習が(修 
学旅行の経験から)発展した内容になるように考えて 
いる。(修学旅行のテーマを「良文化Jとし、离校2年 
生の家庭科で学んでいる内容を閲逋づけるようにして 
いる。という文脈の影S)
(他御
【学習効果と評価】
<事例3>にっいては、グループ金員がたまたま管 
理栄类学部であったことから議論が進みやすく、早く 
から検討の方向性が定められていた.ただ,淡箱時の 
解説で、修学旅行における配慮事項について学習指導 
要領をもとに説明した際、安全や健康管理が最優先さ 
れることをあまりにも強調したため、そのまま影響が 
及んでしまい、食品衛生に関する専門的な内容に大き 
く注意が向くこととなってしまっている。テーマにつ 
いても［沖縄の食文化を体験するJというものとなり、 
独自性が見られたものの、教科教育が強ぐ意識される 
内容に偏ってしまっている。
そのため、特別活動において、確かに他教科の学習 
内容との連携は推货されているものの,その点が強調 
されすぎてしまうと、特別活動に掲げられる「集団活 
動による体験」など本來的な内容が不卜分になる可能 
性も危俱されるため、強くこだわらなくても良いこと 
を指薄しているa
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4.総合的考察
上記の3事例をもとに、教職教集科目「特別活動」 
における教育現堪をシミュレートした学習の在り方に 
ついて,ねらいと効果の組点からまとめていきたい, 
また,大学の教職課程における実践的指導力の育成の 
考え方についても見解を述べていきたい。
まず、本論で結介した授業の運用は「集中講翻」 
であるため、活動の連続性が意識しやすぐ また、議 
綸の反映についても時間的に途切れることなく即時フ 
イードバックが可能となるため、このような実践的な 
学習には非常に適していると言える。これが通常期の 
週1コマ開講であった礙含、活動に途切れが生じるた 
め,モチベーションの持統や授業展關の適性をあわせ 
て考えても実現しにくい。
内容については,投定上4薄義」であるため,完全 
に演習とならないよう、毎時にポイント解説など、知 
識を樹受する内容を含むことによって、「講義+演習」 
併用型で運用してきた。しかしながら、前述の通り、 
本科Hの設闶盘族の多くは,明らかに教育実践的な理 
解を促すものであり,やはり演習として解説されるこ 
とが望ましいと考える。今回、「纖実践演習」が設麂 
されることにより,実践的理解が1コマだけで集約さ 
れるような解釈に陥ることは、当然、避けなければな 
らず、むしろ「教育踝程及び指導法に関する科目J祥 
においても,それぞれ実践的な内容を充実させること 
が必要であると考える。しかも、総合的な取り組みと 
した教職実践演習よりも、教育課程及ぴ指薄法に関す 
る科目の方が個別的、具体的で実践すべき内容が学生 
にも理解しやすいはずである。そこで,今後,特に「教 
荇猓程&び指導法に問する科目」におけ6教育内容の 
充実を改めて検討していくことが望まれる。
次に、教育灾践に閗する理解のあり方についてであ 
るが,文部科学街の兒解としては,演習的内容として 
榄擬授萊や場面指導の実施などが例示されている。す 
なわち。児童•生徒と直接対応する内容について示さ 
れていると考えられる。もちろん、教育の場を考える 
上で敁も逛要な部分であると考えている,ところで, 
本綸では、『校務」の観点から教育的な取り組みを理解 
させることに特色を考えている:,この二とについては、 
教育実践の理解という観点から考えると本来的ではな 
い、という意見があるかもしれないaしかし、“児奩、 
生徒への__な関わりによる教育活動1'と“児童• 
牛徒への教胄支援を考えるための校務”とは不可分で 
あると考えている。すなわち,兇®■生徒への教育を 
想定しない校務は、一部を除きほとんどあり得ないた 
めである,
さらに、咨事例での【学習効果と評価】でも述べて 
いるが、教職課程の教育における重要な滉題の1つと 
して,いかに在学期問を通して教職へのモチベーショ 
ンを高め、持院させる二とができるかという二とがあ 
る。その点で,两掲するが、教员側の視点に立って総 
合的に“教師の仕事全体"をイメージできることは非 
常に有効であり、経験^ながらその効果を既に実感で 
きている。さらに、実源に教員となり、繼に専念す 
る上で、児童•生徒と接する以外の職務について何ら 
かのイメージを持つ二とは、むしろ速やかな慣熟につ 
ながるものと思われる。近年、「校務情報化」力ySTO 
学技術振興機構の研究プロジヱクトにも取り上げられ、 
校務の合理化が図られることにより、児截•生徒への 
対応の充実につながるとして注目されている。さらに、 
教員養成課程のうち、情報教育が進んでいない園務情 
報化にもその期待は及んでいる。二のような点からも、 
教育現場を意舐した実践的指導力を支えるものとして 
有用であると考えられる。
以七のことから、今後の課題として、教職教类科目 
問の有機的連携を図ることができるよう、教負类成機 
関における組織的な改蕃策を講じることが必要である 
と考えている。そして,教職教英の各科目が大学教員 
の個人裁&の枠で相互無十渉とならないよう,例えば, 
教員間の指溥記録の流通などが行われるべきであると 
考える。事実、教職課程を没®する大学の中には、教 
職センター等,金課程を見通した教育内容の集約や、 
実習指導、履修の相談、採用情報などを一元化した組 
織を設Kし、質の向上に努めているところも增加して 
いる。その点で,今後、欄指導の内容をうまく鮮］ 
していくために、カルテが必要なのはむしろ教職科目 
を担当する教员側なのかもしれない。各教aの指導計 
画や授業進行情報を集約し、比較する手法を通じて組 
織として相補的な教育実践が可能になると思われる。
このような教職課程のFDを通じて、質の高I棚織的 
な教職教育が可能になることを今後期待したい。
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ピアスーパーバイザーからのコメント
平成22度より導入される「教職実践演習Jと、既に 
なされてきた派凌科目ではあるが実践的、演習的な「特 
别活動」の指導法を「校務」等の具体的な実例をあげ 
解説することで両者の新たな_性を構築する論考と 
認められる。
本綸文によって担当科目の内容充実にとどまらず、 
教職課程全体を論考し大学教員問の指導記録の流通を 
提案することや,情報化の現状を現場で検証する二と 
で、教職に課せられた困難な時代に向き合おうとする 
姿勢が示されている〇
(担当：美術•デザイン学科 北野正治)
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